
板
木
の
部
分
的
な
修
訂
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
墨
丁
と
し
て
残
し
て
い
た
箇
所
に

補
刻
す
る
場
合
、
誤
字
を
正
し
た
り
、
事
情
の
変
更
に
応
じ
る
修
正
を
し
た
り
す
る

場
合
、
板
木
が
磨
滅
し
た
時
、
特
に
ひ
ど
い
箇
所
を
補
刻
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
時

に
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
板
本
異
動
調
査
は
勿
論
十
分
に
行
わ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
あ
る
意
図
を
も
っ
て
修
訂
を
加
え
る
事
が
あ
る
。
著

作
権
も
保
証
き
れ
ず
、
ま
た
大
衆
読
物
と
し
て
作
品
と
い
う
よ
り
は
商
品
扱
い
を
さ

れ
た
軟
文
字
に
そ
の
弊
は
露
わ
で
、
板
木
所
有
の
本
屋
の
窓
意
に
よ
る
改
題
に
伴
な

う
題
名
所
記
部
分
の
改
刻
、
コ
ス
ト
軽
減
か
板
木
失
却
か
後
印
本
に
お
け
る
挿
絵
省

略
、
補
刻
丁
の
振
仮
名
省
略
と
か
、
三
巻
三
冊
本
を
分
割
し
て
五
冊
に
仕
立
て
る
と

い
う
よ
う
に
外
見
の
冊
数
を
ふ
や
す
の
に
応
じ
た
目
録
や
分
割
部
の
補
刻
と
か
芳
し

か
ら
ぬ
事
例
が
多
い
。
拙
著
「
浮
世
草
子
考
証
年
表
」
に
は
そ
れ
ら
の
注
意
は
し
た

つ
も
り
で
、
年
表
と
銘
打
っ
た
本
を
通
読
さ
れ
る
方
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
け
れ
ど
、

行
数
の
多
い
項
だ
け
で
も
拾
い
読
み
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
う
い
う
方
面
に
関
心

を
持
た
れ
る
方
に
は
多
少
の
参
考
に
は
な
ろ
う
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
具
体
例
を
写
真

入
り
で
、
小
細
工
の
跡
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
る
事
に
よ
っ
て
板
本
調
査
の
参
考
と

板
木
の
修
訂

す
る
と
い
う
、
同
僚
某
氏
の
す
す
め
や
ら
お
だ
て
や
ら
に
乗
っ
て
用
意
を
は
じ
め
た

の
で
あ
る
が
、
写
真
を
集
め
る
の
が
意
外
に
面
倒
で
あ
り
、
ま
ず
さ
よ
う
な
細
工
の

著
し
い
例
か
ら
手
が
け
よ
う
と
し
た
ら
拙
著
年
表
の
記
述
不
足
が
目
に
付
い
て
来
て
、

そ
の
考
証
の
方
に
の
め
り
込
ん
だ
り
し
て
、
広
く
い
ろ
い
ろ
の
事
例
を
あ
げ
る
事
が

出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
問
題
の
原
本
同
士
を
突
合
せ
て
検
討
す
る
事
は
不
可
能
で
、

写
真
に
よ
る
突
合
せ
で
あ
る
か
ら
論
が
細
密
に
及
べ
ぬ
点
も
あ
ろ
う
。
御
容
赦
を
願

う
次
第
で
あ
る
。
な
お
写
真
所
掲
本
御
所
蔵
者
名
と
略
称
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

国
会
本
（
国
会
図
書
館
）
・
東
洋
本
（
東
洋
文
庫
）
・
都
立
本
（
都
立
中
央
図

書
館
）
・
東
大
本
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
霞
亭
文
庫
）
・
東
北
大
本
（
東
北

大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
）
・
芸
大
本
（
東
京
芸
術
大
学
図
書
館
）
・
京
大

本
（
京
都
大
学
文
学
部
文
学
科
閲
覧
室
）
・
阪
大
本
（
大
阪
大
学
文
学
部
忍
頂

寺
文
庫
）
・
早
大
本
（
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
）
・
演
博
本
（
同
演
劇
博
物

館
）
・
中
村
本
へ
中
村
幸
彦
氏
）

御
所
蔵
者
各
位
及
び
閲
覧
・
撮
影
等
で
お
世
話
い
た
だ
い
た
掛
り
の
方
々
に
謝
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
る
。
３

長
谷

川

強



宝
永
六
年
秋
序
刊
、
八
文
字
屋
八
左
衛
門
板
、
八
文
字
自
笑
名
の
序
を
有
す
る
が

実
作
者
は
江
島
其
硝
と
推
定
さ
れ
る
「
遊
女
懐
中
洗
瀧
」
横
本
五
巻
五
冊
は
、
そ
の

板
木
の
半
ば
以
上
を
享
保
二
年
四
月
八
文
字
屋
刊
『
野
傾
髪
透
油
」
横
本
三
巻
三
冊

に
再
用
、
各
巻
第
一
章
を
新
補
の
役
者
評
判
と
し
、
第
二
章
以
下
に
「
懐
中
洗
濯
」

を
当
て
て
お
り
、
更
に
発
端
・
末
尾
な
ど
を
挿
し
か
え
、
『
髪
透
油
」
に
利
用
の
板

木
に
つ
い
て
は
三
用
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
再
用
し
て
享
保
七
年
正
月
八
文
字
屋

刊
『
け
い
せ
い
卵
子
酒
』
に
仕
立
て
ら
れ
た
事
、
「
懐
中
洗
濯
」
は
こ
の
よ
う
な
事

情
に
も
よ
ろ
う
が
完
本
の
伝
存
未
詳
で
、
第
一
巻
京
之
巻
、
第
五
巻
風
流
之
巻
に
つ

い
て
は
推
定
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
が
、
風
流
之
巻
は
「
懐
中
洗
濯
」
の
時

点
で
既
に
元
禄
十
二
年
三
月
刊
の
八
文
字
屋
板
役
者
評
判
記
『
役
者
口
三
味
線
」
等

の
板
木
の
修
補
再
用
と
考
え
ら
れ
る
事
な
ど
を
拙
稿
「
遊
女
懐
中
洗
濯
よ
り
け
い
せ

い
卵
子
酒
ま
で
」
（
か
が
み
第
二
十
五
号
）
に
述
べ
た
。
以
上
を
表
に
示
せ
ば
下
の

よ
う
に
な
る
。

こ
の
う
ち
の
要
所
に
つ
い
て
二
三
記
す
。

「
髪
透
油
」
江
戸
之
巻
の
場
合
、
「
懐
中
洗
濯
」
江
戸
之
巻
の
第
一
章
を
除
き
、

第
二
章
以
下
を
『
髪
透
油
」
の
第
二
章
以
下
に
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
懐
中

洗
濯
」
で
は
廿
二
丁
裏
の
九
行
目
か
ら
第
二
章
が
は
じ
ま
る
の
に
、
「
髪
透
油
」
で

は
前
章
の
役
者
評
判
が
廿
二
丁
裏
書
懐
中
洗
濯
」
か
ら
十
ノ
廿
の
飛
丁
が
あ
る
が
、

『
髪
透
油
」
も
こ
の
丁
の
丁
付
が
『
懐
中
洗
濯
」
の
そ
れ
に
あ
う
よ
う
に
前
に
飛
丁

を
つ
く
っ
て
い
る
）
十
一
行
目
で
終
り
、
「
懐
中
洗
濯
」
第
二
章
を
そ
の
ま
ま
後
に

継
ぐ
事
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
「
懐
中
洗
濯
」
第
二
章
の
こ
の
丁
裏
末
行
ま
で
の
本

文
六
行
を
三
行
に
縮
約
し
て
、
新
製
の
「
髪
透
油
」
廿
二
丁
裏
の
板
木
末
に
章
題
共

大京京 弓

（
＊
１
は
か
が
み
拙
稿
記
述
漏
れ
、
＊
２
は
拙
稿
に
「
首
尾
」
と
す
る
を
訂
）

改
補
）

改改
補補
一一

″
二
（
癖
郵
）

″
三
ｌ

″
四
ｌ

″
五
ｌ

大
阪
ノ
ー
（
識
蝿
）

〃
五
（
章
初
改
変
）

江
戸
ノ
ー
（
識
蝿
）

″
一
二

″
四
″
二
（
章
初
改
変
〉

〃〃〃〃

五四三二

〃〃〃〃 〃

一
一

一
一
一四五六

（
末
尾
新
補
）

4



四
行
を
補
刻
し
た
の
で
あ
る
（
第
一
図
・
第
二
図
）
。
こ
の
際
前
章
評
判
末
は
巻
軸

白
上
上
吉
の
市
村
竹
之
丞
で
評
判
に
七
行
を
当
て
て
い
る
。
彼
は
市
村
座
座
本
で
も

あ
り
評
判
を
三
行
縮
め
る
事
は
出
来
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
気
な
ら
ば
そ
れ
以
前
で

役
者
一
名
宛
一
行
で
三
行
の
短
縮
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
や
っ
て
い
な
い
事
は
、

こ
の
時
点
で
「
懐
中
洗
溢
」
原
板
木
を
温
存
し
、
他
日
な
お
第
一
章
を
復
元
し
た
形

で
の
再
利
用
を
考
え
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
板
心
は
「
懐
中
洗

濯
』
は
「
二
女
江
」
で
「
女
」
は
題
名
を
略
し
、
「
二
・
江
」
は
第
二
巻
目
江
戸

之
巻
の
意
で
あ
る
が
、
「
髪
透
油
」
は
題
名
に
野
傾
を
称
し
、
こ
の
年
八
文
字
屋
で

は
其
磧
と
確
執
中
の
た
め
役
者
評
判
記
を
単
行
で
出
せ
ぬ
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
な
事

と
、
浮
世
草
子
刊
行
点
数
を
見
せ
か
け
で
も
増
す
意
図
で
、
前
に
役
者
評
判
、
後
に

遊
里
を
扱
う
小
説
と
い
う
形
を
と
っ
て
出
し
た
の
で
、
前
の
板
心
に
は
「
二
の
替

江
」
と
し
、
対
し
て
「
二
女
江
」
は
「
髪
透
油
」
の
第
二
巻
で
江
戸
の
遊
女
を
扱

う
巻
と
し
て
通
用
さ
せ
て
手
を
入
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
「
卵
子

酒
」
で
も
と
の
「
懐
中
洗
濯
』
の
形
に
戻
し
て
い
る
。
温
存
し
て
あ
っ
た
第
一
章
か

ら
の
板
木
を
用
い
た
ら
そ
う
な
る
わ
け
で
あ
る
（
第
三
図
）
。

次
は
同
巻
末
丁
で
あ
る
。
最
後
ま
で
男
た
ち
の
心
を
ひ
き
つ
け
て
お
き
、
別
の
深

間
の
男
に
身
請
け
さ
れ
た
女
郎
が
鼻
毛
の
長
い
男
た
ち
へ
残
し
た
手
紙
の
末
尾
に
当

る
。
第
四
図
は
『
懐
中
洗
濯
」
、
第
五
図
は
「
髪
透
油
」
で
あ
る
。
評
判
記
は
三
都

分
を
各
一
巻
宛
分
売
も
す
る
よ
う
で
各
巻
末
に
刊
記
の
あ
る
事
が
多
い
が
、
「
髪
透

油
」
も
そ
の
よ
う
な
売
り
方
を
予
定
し
た
よ
う
で
こ
の
末
尾
に
「
八
文
字
屋
八
左
衛

門
板
」
と
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
手
紙
の
宛
名
な
ど
を
改
刻
し
上
方
に
移

し
て
八
文
字
屋
名
を
入
れ
る
余
裕
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
第
六
図
は
「
卵
子
酒
』
の

同
一
箇
所
（
但
し
丁
付
の
四
が
三
に
改
ま
っ
て
い
る
）
で
、
各
巻
に
八
文
字
屋
名
を

入
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
削
っ
た
が
、
宛
名
な
ど
の
位
置
は
復
元
せ
ず
と
も
支
障
な

し
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
七
図
・
第
八
図
は
「
卵
子
酒
」
大
坂
之
巻
の
叶
三
丁
裏
州
四
ノ
七
丁
表
、
州
四

ノ
七
丁
裏
舟
八
丁
表
で
あ
る
。
『
懐
中
洗
濯
」
大
坂
之
巻
伝
存
本
未
詳
な
が
ら
写
本

と
比
べ
る
と
叶
四
ノ
七
丁
表
初
三
行
、
州
八
丁
表
初
四
行
は
改
刻
で
あ
る
。
そ
こ
で

他
巻
の
例
よ
り
し
て
「
髪
透
油
」
の
そ
の
前
後
を
見
る
と
、
「
卵
子
酒
」
州
四
ノ
七

丁
表
は
「
髪
透
油
」
（
遡
っ
て
「
懐
中
洗
濯
」
）
の
冊
四
丁
表
裏
と
舟
五
丁
初
三
行
を

縮
約
し
て
舟
四
ノ
七
丁
表
の
初
三
行
分
を
改
刻
、
こ
の
痕
跡
は
州
四
ノ
七
丁
表
の
匡

廓
の
切
れ
目
に
明
か
で
あ
る
（
第
九
・
第
十
図
を
第
七
図
と
比
べ
ら
れ
た
し
）
。
同

じ
よ
う
に
し
て
第
十
一
’
十
三
図
に
見
る
よ
う
に
州
六
丁
表
よ
り
舟
七
丁
裏
・
州
八

丁
表
四
行
に
至
る
本
文
一
丁
余
を
縮
約
、
挿
絵
一
丁
分
を
も
除
い
て
肘
八
丁
表
四
行

を
改
刻
し
て
前
後
を
つ
な
ぐ
と
第
八
図
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
卵
子
酒
」
で
州
四
ノ

セ
と
い
う
丁
付
が
付
け
ら
れ
た
の
も
こ
れ
に
応
じ
る
処
理
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
分

「
髪
透
油
」
か
ら
『
卵
子
酒
』
刊
行
ま
で
の
数
年
間
に
こ
の
数
枚
の
板
木
が
失
わ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

「
懐
中
洗
濯
』
風
流
之
巻
は
伝
存
本
未
詳
で
あ
る
が
、
「
浮
世
草
紙
』
第
三
巻
に

収
め
ら
れ
た
「
男
色
藁
人
形
帰
り
新
座
」
翻
刻
に
よ
り
そ
の
内
容
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
解
説
に
よ
れ
ば
翻
刻
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
稿
本
と
い
う
が
、
む
し
ろ
「
懐
中

洗
濯
」
原
刊
本
の
写
本
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
翻
刻
と
「
卵
子
酒
」
を
比
べ
て

み
る
と
、
翻
刻
に
は
な
い
が
目
録
は
新
挿
と
思
わ
れ
、
第
一
章
章
題
を
「
好
色
藁
人

形
帰
り
新
座
」
に
改
め
る
。
こ
の
第
一
章
は
「
懐
中
洗
濯
」
で
新
た
に
執
筆
の
も
の
５
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か
と
も
思
う
が
疑
問
が
あ
る
。
第
二
章
は
『
卵
子
酒
』
に
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
第

三
章
は
前
掲
表
に
示
す
よ
う
に
『
役
者
口
三
味
線
」
京
之
巻
開
口
の
冒
頭
（
五
丁

表
）
よ
り
十
一
丁
裏
ま
で
を
挿
絵
を
含
め
て
転
用
、
章
末
の
結
び
を
改
め
て
い
る
。

第
四
章
は
『
口
三
味
線
』
大
坂
之
巻
、
第
五
章
は
何
か
評
判
記
開
口
の
転
用
か
と
思

う
が
未
詳
、
第
六
章
は
『
口
三
味
線
』
京
之
巻
の
転
用
で
末
尾
を
改
め
て
い
る
が
、

『
卵
子
酒
」
は
新
挿
の
京
之
巻
初
の
発
端
に
応
じ
た
結
び
を
こ
こ
に
お
く
の
で
、
ま

た
そ
の
改
補
部
分
を
新
挿
の
も
の
に
改
め
る
。
即
ち
『
卵
子
酒
』
風
流
之
巻
は
二
章

を
捨
て
た
の
に
応
じ
た
目
録
新
製
と
、
末
章
末
尾
半
丁
の
新
挿
以
外
は
ほ
ぼ
『
懐
中

洗
寵
」
の
ま
ま
と
い
う
事
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
『
卵
子
酒
』
板
木
に
よ
っ
て

『
懐
中
洗
溺
』
風
流
之
巻
の
板
木
修
訂
を
問
題
と
す
る
事
に
す
る
。

第
一
章
を
新
挿
か
と
思
う
が
疑
問
あ
り
と
し
た
が
、
こ
の
章
は
『
け
い
せ
い
色
三

味
線
』
に
お
い
て
登
場
の
傾
城
買
の
心
玉
の
乗
移
っ
た
蕊
人
形
が
唐
土
よ
り
再
び
長

崎
に
送
ら
れ
、
息
子
の
色
遊
び
の
妨
げ
を
す
る
親
仁
を
平
げ
よ
う
と
上
方
に
上
る
と

い
う
話
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
十
七
丁
表
（
本
文
丁
付
は
三
に
始
ま
り
六
ノ
十
五
と
い

う
飛
丁
を
つ
く
る
）
は
第
十
四
図
の
よ
う
に
三
行
目
か
ら
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
裏

は
第
十
五
図
右
で
本
文
末
六
行
ほ
ど
の
余
白
に
カ
ッ
ト
様
の
絵
を
入
れ
る
体
裁
は
丁

度
こ
の
頃
の
役
者
評
判
記
開
口
末
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
十
七
丁
表
裏
が
既
刊
評
判
記

開
口
末
の
板
木
転
用
と
す
れ
ば
、
末
の
絵
は
前
に
あ
わ
せ
て
蕊
人
形
姿
や
文
句
を
修

訂
し
た
事
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
手
間
を
か
け
て
一
丁
弱
の
板
木
を
生
か
す
た
め
に

前
五
丁
分
を
新
補
す
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
既
刊
の
板
木
五
丁

分
を
生
か
し
、
末
尾
を
切
っ
て
次
章
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
一
丁
弱
を
新
補
し
た
か
、
こ

の
一
丁
弱
も
既
刊
評
判
記
開
口
末
を
転
用
し
た
か
と
い
う
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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(策十MI)左右「髪透汕I大坂之巻州・四ウナll･五オ（同）

鴬蝿溌鱒錘奪…§鋳議灘灘鍵蕊憲蕊轤轤鰯璽鱒･鯛舞…儀験蕊鐸鍛篭蕊鋳

撚
篭

５
、
Ⅱ
‐

冒
君
唱
名
ｇ
埴
ご
垂
Ｒ
Ｑ
も
む
け
酢
６
１
５
斗

鴬

(第-l---､IxI)左右『髪透油」大坂之巻川五ウ州六オ（同）

14



蒔守一宕幸ＰＰ守毒一一』一』一守宜

鼻 …ﾘ蝿-…輪棒-毒………瀞"点癖…、“?…珂錨…“繊一……*…一

率
抄

蕊

識

芽

…一 頃

鞍 纐
聡寺←

§…塗電§ 癖隣や

配
二
Ｊ

篭
俸

鋸
ヨ
ゥ

蟻

山

嚢

と

奪

浄｡､

葛『．

。

判
り
話

癖

〆璽、

●

鰯＆
~

15



蕊
齢

鰯 羽

~

蟹』憲

鷺
一

藻一
＊

竃＃ '蝋蝿

蕊 番
捗 母4

鴬鴬
延蕊

銀
藩

絶

蕊
＃

躯

白 〆

簿鱒
闇錨 可

凸口

●

灘＄ず

“

蕊篭
虫鍼

§

幽箏や

■
勝
‐

淳
４
－

Ｆ

Ｆ
、
｝

，蟻 恥
＝

き3

＃＃
幸

(第十二図）左右『髪透油』大坂之巻州六ウ州七オ（同）

竃
~

ｰ

“W"
心

雲。 塞弓
識

苧

才乙》
惣

一
《
』

可
■
厨

塾

ろ 患

諺;:鐘善

(第十三図）左右『髪透油」大坂之巻舟七ウ舟八オ（同）

16

琴
琴

一

、

鑑

序 琴
垂

′電

、
心
耳
諺

’

、 熟笹
０
１
型



勢

蕊
L

：蕊
と零‘． 蕊

蕊
謬
鯵

謹選蕊

嬢 鶏
1

；鱗蕊

農蕊蕊‘

鱗

率

灘 鯛

繍
鑑夢

灘一名ー

鴛懲
蕊

譲鐵

鍵
錦
篭

夢

灘蕊

縦識

震

》
葵

轟一

蕊

17



(第十四図）『卵子酒j風流之巻十七オ（東北大本）
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(第十六図）『口三味線」大坂之巻六十七オ（演博本）
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そ
の
次
十
八
丁
表
（
第
十
五
図
左
）
は
第
十
六
図
と
比
べ
て
明
か
な
よ
う
に
『
役

者
口
三
味
線
』
大
坂
之
巻
六
十
七
丁
表
の
挿
絵
の
人
物
名
等
を
削
り
、
中
央
の
文
句

を
改
刻
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。
左
よ
り
二
人
目
の
煙
管
を
く
わ
え
る
男
の
右
上
の

屏
風
の
縁
に
も
と
の
人
物
名
の
囲
み
を
削
っ
て
修
正
し
た
跡
が
明
か
で
、
こ
の
挿
絵

が
覆
刻
で
な
く
原
板
木
の
修
訂
で
あ
る
事
を
示
す
。
そ
の
裏
は
第
十
七
図
と
十
八
図

を
比
べ
る
と
八
行
目
か
ら
が
『
口
三
味
線
」
大
坂
之
巻
六
十
七
丁
裏
以
下
の
板
木
転

用
で
、
前
半
七
行
を
継
い
で
新
作
を
よ
そ
お
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
匡
廓
に
継
目
が

見
え
る
。
こ
の
『
口
三
味
線
」
板
木
利
用
は
廿
二
丁
裏
八
行
目
ま
で
続
き
九
行
目
以

下
丁
末
ま
で
七
行
を
改
補
す
る
。
こ
れ
も
第
二
十
図
と
比
べ
第
十
九
図
右
に
明
か
な

よ
う
に
継
目
が
見
え
る
。
次
章
初
は
十
九
図
左
で
あ
る
が
、
明
か
に
章
題
と
本
文
の

間
に
継
目
が
あ
る
。
こ
れ
も
既
刊
評
判
記
開
口
の
板
木
の
再
用
と
思
わ
れ
、
章
題
を

改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
評
判
記
名
は
未
詳
。
本
文
二
丁
半
の
末
は
七
行
目
と
八
行

目
の
間
に
継
目
が
あ
り
（
第
二
十
一
図
）
、
末
尾
を
変
改
し
て
い
る
。
そ
の
要
は
第

二
十
二
図
右
の
挿
絵
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
位
置
す
る
右
本
文
に
は
や
ん
酒
の
事
が

な
い
。
本
文
に
な
い
挿
絵
を
新
製
す
る
事
は
考
え
ら
れ
ぬ
か
ら
、
こ
れ
も
右
既
刊
評

判
記
の
挿
絵
で
、
本
文
末
尾
を
縮
約
変
改
し
た
た
め
に
や
ん
酒
の
事
が
落
ち
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
左
は
第
二
十
三
図
と
比
べ
て
明
か
な
よ
う
に
『
口
三
味
線
」
京
之
巻

五
十
八
丁
表
の
挿
絵
の
板
木
を
修
訂
し
て
用
い
て
い
る
。
縁
側
の
線
、
右
隅
の
柱
や

敷
居
等
の
線
、
左
上
の
階
段
の
線
な
ど
に
改
刻
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
裏
は
や

は
り
四
行
目
以
下
が
『
口
三
味
線
』
京
之
巻
五
十
八
丁
裏
以
下
に
当
る
。
初
三
行
を

継
い
で
補
い
新
作
を
よ
そ
お
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
末
は
第
二
十
四
図
右
と
二
十

五
図
を
比
べ
て
わ
か
る
よ
う
に
『
口
三
味
線
』
板
木
四
行
目
ま
で
に
新
補
分
を
継
ぐ
。

… …

(節十七図）『卵子酒」風流之巻十八オ（東北大本）
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(第十八図）「口三味線』大坂之巻六十七ウ（淡博本）
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(第十九似I）左右「卵子酒』風流之巻廿二ウ廿三オ（東北大本）
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(第二十-IXI)「卵子酒』風流之巻廿四オ（東北大本）
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(第二十三図）『口三味線』京之巻五十八オ（減博本）
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(第二十二図）左右「卵子酒』風流之巻11．五ウ廿六オ（東北大本）
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FA・……

(第二十五Ⅸl) 『口三味線』京之巻六十一ウ（演博本）

宝
永
七
年
閏
八
月
利
く
八
文
字
自
笑
の
序
を
有
す
る
が
江
島
其
磧
作
八
文
字
屋
板

の
『
け
い
せ
い
伝
受
紙
子
』
横
本
五
巻
五
冊
も
、
板
木
に
さ
ま
ざ
ま
細
工
さ
れ
た
本

で
あ
る
事
拙
著
年
表
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
箇
所
を
補
足
を
加
え
つ

つ
御
覧
に
入
れ
る
事
と
す
る
。

ま
ず
『
伝
受
紙
子
』
に
は
五
之
巻
第
五
章
「
武
勇
の
働
末
の
世
の
咄
の
種
」
の
本

た
か
さ
鱈
も
ろ
な
ふ

文
中
四
十
一
丁
表
の
末
行
が
「
さ
れ
ば
高
貞
師
直
両
家
」
と
あ
る
本
（
第
二
十
六

図
）
と
「
誠
に
一
国
の
主
あ
へ
な
く
」
と
あ
る
本
（
第
二
十
七
図
）
が
あ
る
。
前
者

は
東
洋
文
庫
Ａ
本
、
後
者
に
同
文
庫
Ｂ
本
・
国
会
図
書
館
本
等
が
あ
る
。
国
会
本
は

改
装
合
綴
一
冊
本
で
あ
る
が
、
各
巻
の
奥
、
即
ち
一
之
巻
の
『
傾
城
禁
短
気
』
予
告
、

二
之
巻
の
『
風
流
色
雛
形
』
予
告
、
四
之
巻
の
『
諸
色
内
証
鑑
』
先
月
よ
り
出
の
既

刊
広
告
、
五
之
巻
に
一
之
巻
と
同
じ
『
禁
短
気
』
広
告
を
残
し
て
お
り
、
初
印
本
の

姿
を
と
ど
め
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
東
洋
Ａ
本
も
改
装
合
綴
一
冊
本
で
あ
る
が
右
の

奥
は
す
べ
て
除
か
れ
て
い
る
。
た
だ
一
之
巻
奥
の
『
禁
短
気
』
予
告
に
は
そ
の
前
に

け
い
せ
い
き
ん
た
ん
き
せ
つ
ほ
う
じ
や
ざ
ん
ぎ
り

本
文
末
丁
末
に
四
行
「
▲
各
々
様
江
申
上
ま
す
／
傾
城
禁
短
気
。
説
法
者
の
散
切
。

だ
ん
ノ
§
か
み
き
う

段
々
／
の
び
た
い
ひ
わ
け
の
髪
。
急
二
と
き
申
す
二
付
。
／
御
し
ら
せ
の
た
め
こ
悶

に
し
る
す
」
と
あ
る
が
、
東
洋
Ａ
本
は
こ
れ
を
と
ど
め
て
お
り
、
も
と
も
と
『
禁
短

そ
し
て
翻
刻
に
よ
れ
ば
一
懐
中
洗
濯
』
で
は
次
丁
表
ま
で
で
終
結
に
至
る
の
で
あ
る

が
、
『
卵
子
酒
』
は
こ
の
末
半
丁
を
京
之
巻
発
端
に
応
じ
て
改
刻
し
て
い
る
。
第
二

十
四
図
左
が
そ
れ
に
当
る
が
、
右
の
丁
の
匡
廓
は
『
口
三
味
線
』
の
そ
れ
、
対
し
て

左
は
浮
世
草
子
判
の
匡
廓
で
、
新
補
の
こ
の
半
丁
は
第
四
巻
ま
で
の
匡
廓
に
合
せ
て

作
製
さ
れ
た
故
の
差
異
で
あ
ろ
う
。
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(第も十六|Xl)『伝受紙子」五之巻四十一オ（東洋本A)

(第二十七図）同上（国会本）
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気
」
予
告
を
そ
の
奥
に
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
事
を
示
す
。
即
ち
東
洋
Ａ
本
も
初

印
本
と
す
れ
ば
前
述
の
五
之
巻
の
本
文
に
違
い
が
あ
る
の
は
不
審
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
林
望
氏
が
指
摘
さ
れ
る
（
八
文
字
屋
刊
行
浮
世
草
子
書
誌
解
題
稿
㈲
ｌ
斯
道
文
庫

論
集
十
九
輯
）
よ
う
に
国
会
本
は
五
之
巻
の
み
後
修
本
の
取
合
本
で
あ
る
事
に
よ
る
。

そ
の
判
断
の
根
拠
は
林
氏
指
摘
の
よ
う
に
五
之
巻
板
心
に
書
名
等
削
去
の
丁
が
あ
る

事
で
あ
る
（
後
述
参
照
）
。
即
ち
五
之
巻
の
前
述
本
文
の
差
は
「
さ
れ
ば
」
云
々
を

埋
木
で
「
誠
に
」
云
々
と
何
時
の
時
か
に
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
改
め
ら
れ

た
時
期
・
理
由
は
明
か
で
な
い
加
、
一
つ
の
憶
測
を
記
し
て
み
よ
う
。

国
会
本
は
初
印
本
と
み
ら
れ
る
一
’
四
之
巻
に
つ
い
て
は
、
一
・
二
・
四
之
巻
の

奥
を
残
し
三
之
巻
は
な
い
。
こ
れ
は
一
・
二
・
四
之
巻
の
本
文
が
丁
裏
で
終
っ
て
い

る
の
に
、
三
之
巻
は
丁
表
で
終
っ
て
い
る
の
に
よ
る
。
即
ち
三
之
巻
は
本
文
末
が
裏

表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
形
に
な
っ
◇
て
い
て
、
予
告
を
入
れ
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
と
い
う
事
は
現
存
国
会
本
は
四
之
巻
ま
で
の
初
印
本
の
表
紙
以
外
の
全
容
を
伝

え
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
五
之
巻
の
奥
は
四
之
巻
ま
で
の
も
の
の
改

装
時
の
流
用
で
は
な
く
て
、
取
合
せ
後
修
本
五
之
巻
に
付
さ
れ
て
い
た
奥
付
が
残
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
初
印
本
の
も
の
と
み
ら
れ
る
一
之
巻
の
「
禁
短
気
」
予

告
に
は
末
に
「
右
の
本
近
日
二
出
来
申
候
」
云
々
と
あ
る
が
、
五
之
巻
の
「
禁
短

気
」
の
そ
れ
は
国
会
本
は
こ
の
末
行
が
破
れ
て
「
申
候
」
以
下
し
か
見
え
な
い
。
八

文
字
屋
の
広
告
に
あ
っ
て
は
「
近
日
二
出
来
申
候
」
の
予
告
を
「
近
日
二
」
を
削
っ

て
既
刊
広
告
と
す
る
よ
う
な
事
が
行
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
五
之
巻
の
「
禁
短
気
」
広

告
も
初
印
本
一
之
巻
の
予
告
と
同
一
板
木
で
刷
っ
て
い
て
も
、
右
の
末
行
を
確
め
ね

ば
予
告
か
既
刊
広
告
か
は
断
言
出
来
ぬ
の
で
あ
る
が
、
予
告
で
あ
れ
ば
『
禁
短
気
」

刊
行
の
宝
永
八
年
四
月
以
前
、
既
刊
広
告
で
あ
れ
ば
そ
れ
以
後
、
そ
し
て
こ
の
広
告

の
有
効
な
「
禁
短
気
」
刊
行
後
一
二
年
位
の
間
と
考
え
ら
れ
、
後
修
本
の
刊
行
時
を

考
え
る
一
つ
の
手
掛
り
に
な
ろ
う
。
し
か
し
問
題
は
な
お
面
倒
で
、
国
会
本
五
之
巻

に
見
る
よ
う
な
後
印
本
刊
行
時
と
「
一
国
の
主
」
云
々
の
埋
木
修
訂
と
同
時
で
あ
っ

た
と
は
必
ず
し
も
断
言
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
五
之
巻
後
修
本
に
は
板
心
部
に
削
去
の
あ
る
丁
と
な
い
丁
が
あ
る
が
、

「
一
国
の
主
」
云
々
の
修
訂
の
あ
る
丁
に
は
板
心
部
の
削
去
は
な
い
。
即
ち
板
心
部

の
削
去
を
行
う
必
要
の
生
じ
た
時
に
は
こ
の
「
一
国
の
主
」
云
々
の
語
句
を
含
む
第

五
章
は
そ
の
改
修
に
は
無
関
係
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
「
伝

受
紙
子
」
は
一
度
一
部
の
巻
章
を
除
い
た
別
題
の
本
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
（
そ
の
時

に
利
用
部
の
板
心
部
削
去
が
な
さ
れ
）
、
ま
た
『
伝
受
紙
子
」
と
し
て
再
生
し
た
。

国
会
本
五
之
巻
は
こ
の
再
生
本
で
あ
る
。
国
会
本
五
之
巻
後
修
本
の
刊
行
が
「
禁
短

気
」
刊
行
と
あ
ま
り
隔
ら
ぬ
正
徳
初
年
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
、
右
の
別
題
本
の
印
行

を
は
さ
ん
で
「
伝
受
紙
子
」
初
印
本
刊
行
後
す
ぐ
に
か
、
別
題
本
よ
り
再
び
「
伝
受

紙
子
」
に
復
す
る
時
即
ち
右
後
修
本
の
出
た
時
の
何
れ
か
に
「
一
国
の
主
」
云
々
の

修
訂
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
何
れ
と
い
う
事
は
定
め
難
い
け
れ
ど
、
私
は

初
印
本
刊
行
直
後
か
と
考
え
る
。
本
書
は
赤
穂
浪
士
一
件
を
趣
向
の
中
心
の
一
と
す

る
が
、
宝
永
七
年
九
月
十
六
日
に
浅
野
長
矩
の
弟
大
学
長
広
が
五
百
石
で
召
出
さ
れ

て
い
る
。
浅
野
長
矩
は
五
万
三
千
余
石
の
大
名
で
あ
っ
た
が
、
大
学
は
五
百
石
で
あ

る
。
大
名
家
と
し
て
は
消
失
し
た
が
浅
野
の
家
は
存
続
し
た
。
「
両
家
」
が
亡
び
た

と
い
う
を
「
一
国
の
主
」
が
亡
び
た
と
こ
の
故
に
改
め
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
「
伝
受
紙
子
』
の
第
一
次
の
修
訂
で
、
時
期
は
初
印
本
刊
行
を
あ
ま
り
隔
て
ず
、
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早
け
れ
ば
宝
永
七
年
冬
頃
に
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

東
京
大
学
附
属
図
書
館
霞
亭
文
庫
に
『
評
判
太
平
記
』
横
本
一
冊
が
あ
る
。
上
巻

の
み
の
零
本
で
あ
る
が
、
現
状
は
序
・
目
録
が
な
く
、
巻
頭
「
第
一
評
判
太
平
記
上

巻
」
と
あ
り
、
板
心
は
「
巻
」
と
丁
数
、
こ
の
丁
付
は
本
文
第
一
丁
が
「
七
」
、
以

後
八
’
十
九
、
廿
ノ
州
’
四
十
裏
で
終
る
。
九
裏
十
表
、
十
四
裏
十
五
表
、
十
八
表
、

州
三
裏
汁
四
表
、
州
八
表
と
挿
絵
が
あ
る
。
こ
の
巻
頭
（
第
二
十
八
図
）
と
第
一
丁

（
七
）
裏
第
二
丁
（
八
）
表
の
写
真
（
第
二
十
九
図
）
を
掲
げ
る
。
第
三
十
図
は
こ

れ
と
丁
付
を
同
じ
く
す
る
『
伝
受
紙
子
』
の
一
之
巻
七
丁
裏
八
丁
表
で
あ
る
。
即
ち

『
評
判
太
平
記
」
上
巻
は
『
伝
受
紙
子
」
の
初
頭
七
丁
裏
（
第
一
章
全
部
と
第
二
章

初
一
丁
）
ま
で
を
除
き
、
そ
れ
を
縮
約
し
た
冒
頭
一
丁
を
新
補
し
て
新
板
め
か
し
た

本
な
の
で
あ
る
。
以
後
挿
絵
も
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
が
、
原
第
二
章
を
第
一
と
し

た
結
果
、
原
第
三
’
五
を
第
二
’
四
に
埋
木
で
改
め
て
い
る
（
第
三
十
一
・
三
十
二

図
）
。
ま
た
題
名
と
巻
編
成
を
改
め
た
た
め
に
板
心
の
．
之
巻
紙
子
」
の
．
之
」

「
紙
子
」
を
削
去
し
た
の
で
あ
る
。
本
書
中
・
下
巻
は
伝
存
未
詳
で
あ
る
が
内
容
の

見
当
は
つ
く
。
林
氏
は
前
掲
論
考
に
お
い
て
『
伝
受
紙
子
』
の
後
修
本
の
板
木
修
訂

に
つ
い
て
、
巻
一
㈹
八
ｌ
廿
九
（
四
十
が
正
し
い
）
板
心
削
去
、
口
三
・
四
・
五
章

題
上
の
数
字
修
訂
Ｉ
字
体
の
み
異
、
㈲
巻
末
コ
ノ
巻
終
」
と
『
禁
短
星
予
告

（
の
前
文
と
い
う
べ
き
か
）
削
去
。
巻
二
・
三
修
訂
な
し
。
巻
四
㈹
第
一
章
章
題
修

訂
、
㈲
第
四
章
章
題
修
訂
’
㈹
㈲
と
も
文
言
殆
ど
初
印
本
と
同
じ
。
例
十
ゥ
末
行
下

半
修
訂
、
㈲
四
（
三
が
正
し
い
）
ｌ
終
丁
板
心
削
去
ｌ
除
十
一
’
十
三
、
㈱
巻
末

「
四
ノ
巻
」
削
。
巻
五
㈹
十
二
’
四
十
一
（
四
十
が
正
し
い
）
板
心
削
去
、
何
コ

国
の
主
」
云
々
、
㈹
第
四
・
五
章
題
上
の
数
字
の
み
入
木
修
訂
ｌ
但
し
数
に
変
化
な

(第二十八図）『評判太平記j巻頭セオ（東大本）
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(第一十九IXI)左右「評判太平記Iセウ八オ（束大本）

(第三十|xl)左右「伝受紙子j一之巻セウ八オ（圃会本）
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i評判太平記j上巻四十ウ（東大本）(館三十三|期）

し
。
と
し
て
か
か
る
不
可
思
議
な
修
訂
の
意
味
未
詳
と
さ
れ
る
。
こ
の
一
之
巻
帥
の

板
心
部
に
削
去
の
あ
る
丁
は
即
ち
「
評
判
太
平
記
』
に
板
木
流
用
の
丁
に
一
致
し
、

口
も
同
書
で
章
題
上
の
数
字
を
改
め
た
章
で
あ
り
、
州
も
同
書
が
三
巻
の
体
を
と
っ

た
の
で
第
三
十
三
図
の
よ
う
に
改
め
る
た
め
に
削
去
し
た
の
で
あ
る
。
『
伝
受
紙
子
』

後
修
本
な
る
も
の
は
こ
れ
を
更
に
も
と
の
『
伝
受
紙
子
」
に
と
復
元
し
た
の
で
あ
る
。

除
か
れ
た
七
丁
裏
ま
で
を
原
姿
に
復
し
、
章
題
上
の
数
字
を
も
と
に
戻
し
、
巻
末

「
上
巻
終
」
を
除
け
ば
『
伝
受
紙
子
』
後
修
本
の
現
姿
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
『
評
判
太
平
垂
の
中
巻
は
原
四
之
巻
第
一
の
章
題
を
改
め
、
原
十
一
’
十
三
丁

は
師
直
の
臣
野
沢
政
右
衛
門
の
悪
行
の
具
体
例
列
挙
部
分
で
あ
る
の
で
こ
れ
を
除
き
、

そ
の
前
後
の
文
章
を
続
け
る
た
め
に
十
丁
裏
末
行
下
半
を
改
め
、
こ
の
縮
約
が
以
後

の
章
立
て
・
章
題
に
も
響
き
、
上
巻
同
様
四
章
よ
り
成
る
。
下
巻
は
原
五
之
巻
の

三
’
十
一
丁
即
ち
第
一
章
と
、
四
十
一
丁
以
後
末
尾
ま
で
即
ち
第
五
章
の
途
中
以
後

の
女
主
人
公
陸
奥
改
め
紙
残
比
丘
尼
の
『
禁
短
気
」
予
告
の
意
を
持
た
せ
た
説
法
部

分
を
除
き
、
結
末
部
を
補
う
、
こ
こ
で
も
四
章
に
仕
立
て
た
の
で
章
題
上
の
数
字
に

手
を
加
え
る
と
い
う
形
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
内
容
的
に
い
っ
て

『
伝
受
紙
子
』
が
赤
穂
浪
士
一
件
を
女
主
人
公
陸
奥
の
廓
勤
め
と
師
直
に
請
出
さ
れ

て
の
内
通
を
中
心
と
し
て
仕
立
て
、
同
時
に
宝
永
七
年
五
月
に
伊
勢
桑
名
の
松
平
家

家
臣
の
野
村
増
右
衛
門
の
処
刑
を
当
込
む
作
で
あ
る
の
を
、
陸
奥
を
中
心
と
す
る
廓

で
の
師
直
と
大
岸
の
接
触
や
、
大
岸
の
一
子
力
太
郎
と
八
重
垣
村
右
衛
門
の
男
色
や

を
除
き
、
師
直
へ
の
塩
冶
判
官
の
刃
傷
よ
り
家
中
離
散
、
大
岸
ら
の
復
仇
に
陸
奥
内

通
を
か
ら
ま
せ
る
程
度
の
筋
と
し
、
野
村
一
件
を
当
込
む
野
沢
政
右
衛
門
に
関
す
る

四
之
巻
を
生
か
し
、
多
少
の
手
直
し
を
し
て
中
巻
に
す
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
た
と
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思
う
。
そ
し
て
正
徳
初
年
は
赤
穂
浪
士
関
係
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
・
浮
世
草
子
が
流

行
、
外
題
・
題
名
に
「
太
平
記
」
を
称
す
る
も
の
も
多
い
。
『
評
判
太
平
記
』
は

『
伝
受
紙
子
」
の
好
色
物
色
を
薄
め
て
、
こ
の
流
行
に
乗
じ
て
新
作
を
よ
そ
お
い
出

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
野
村
増
右
衛
門
事
件
の
当
込
を
生
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

も
、
同
事
件
の
宝
永
七
年
を
あ
ま
り
隔
っ
た
時
期
の
印
行
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ

し
て
『
評
判
太
平
記
』
上
巻
冒
頭
は
江
島
屋
刊
、
あ
る
い
は
其
磧
作
か
と
思
わ
れ
る

「
忠
臣
略
太
平
記
」
（
正
徳
二
年
秋
以
前
刊
）
の
冒
頭
を
簡
約
し
た
よ
う
な
文
に
な

っ
て
い
る
。
「
略
太
平
記
」
に
続
く
正
徳
二
年
頃
を
『
評
判
太
平
記
」
印
行
の
可
能

性
の
あ
る
時
期
と
考
え
る
。
そ
し
て
予
定
の
所
要
部
数
調
達
後
、
あ
る
い
は
好
色
味

を
除
い
た
が
故
の
不
評
か
ら
、
ま
た
「
伝
受
紙
子
」
に
戻
し
た
の
が
今
日
見
ら
れ
る

後
修
本
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
洋
文
庫
Ｂ
本
は
改
装
合
綴
二
冊
、
全
巻
こ
の
後
修
本
で
あ
る
が
、
「
一
国
の
主
」

云
々
の
箇
所
は
墨
色
を
異
に
し
て
薄
く
目
立
ち
、
国
会
本
五
之
巻
に
比
べ
て
後
年
の

印
本
で
あ
る
事
を
思
わ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
本
に
は
四
之
巻
末
に
左
の
予
告
の
写
し

と
み
ら
れ
る
墨
書
が
あ
る
。

扱
御
断
申
上
ヶ
ま
す
る

付
タ
リ
恋
と
情
に
つ
な
が
れ
し
鬼
か
げ
は
／
人
を
そ
こ
な
ふ
恨
の
や
い
ば

ち
う
し
ん
こ
が
れ
の
た
ん
ざ
く

忠
信
金
短
冊
全

井
二
色
と
酒
と
に
か
ら
ま
れ
し
松
か
げ
は
／
人
を
助
る
ま
こ
と
の
つ
る
ぎ

近
日
本
出
し
申
候
御
求
／
御
覧
可
被
下
候
以
上

正
月
吉
日

あ
る
い
は
合
綴
前
の
姿
と
し
て
四
之
巻
奥
に
こ
の
予
告
が
あ
り
、
破
損
し
て
い
た
の

が
写
し
と
ど
め
ら
れ
た
と
い
う
事
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
浄
瑠
璃
本

の
予
告
は
八
文
字
屋
本
で
は
見
た
事
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
改
題
改
蹴

本
の
予
告
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
予
告
は
「
伝
受
紙
子
」
後
修
本
が
享
保
十

七
年
十
月
一
日
よ
り
豊
竹
座
上
演
の
浄
瑠
璃
「
忠
臣
金
短
冊
」
の
人
気
に
乗
じ
、
そ

の
頃
に
ま
た
印
行
さ
れ
た
事
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

「
伝
受
紙
子
」
の
改
題
改
窟
本
「
忠
臣
金
短
冊
」
は
伝
存
本
二
・
五
之
巻
、
享
保

二
十
年
二
月
八
文
字
屋
と
江
戸
の
鱗
形
屋
孫
兵
衛
の
相
板
で
出
さ
れ
て
い
る
（
拙
著

年
表
で
は
こ
の
刊
記
を
見
落
し
て
い
る
）
。
外
題
「
忠
臣
金
短
冊
」
、
目
録
題
を
埋
木

で
改
め
（
第
三
十
四
図
）
、
二
之
巻
に
つ
い
て
は
原
第
五
章
を
除
い
て
い
る
の
で
目

録
を
手
直
し
し
（
第
三
十
五
・
三
十
六
図
）
、
原
第
四
章
末
は
冊
三
丁
裏
末
で
終
っ

て
い
る
の
で
手
直
し
せ
ず
、
末
の
余
白
に
「
二
之
巻
終
」
と
入
れ
る
。
題
名
を
改
め

た
の
で
女
主
人
公
陸
奥
の
紙
子
姿
を
強
調
す
る
事
を
避
け
て
五
丁
裏
六
丁
表
の
見
開

き
の
挿
絵
の
陸
奥
の
説
明
に
「
け
い
せ
い
紙
子
道
中
」
「
け
い
せ
い
で
ん
じ
ゆ
紙
子
」

と
あ
る
「
紙
子
」
「
で
ん
じ
ゆ
紙
子
」
の
文
字
を
削
る
（
第
三
十
七
・
三
十
八
図
）
・

五
之
巻
に
つ
い
て
は
後
述
の
本
文
改
削
に
応
じ
原
目
録
第
四
・
五
を
一
項
に
ま
と
め

て
手
直
し
し
（
第
三
十
九
・
四
十
図
）
、
舟
四
丁
裏
の
挿
絵
に
出
る
「
紙
子
け
い
せ

い
」
の
説
明
の
「
紙
子
」
を
削
り
、
本
文
第
五
章
の
章
題
を
削
り
二
行
分
の
文
を
補

っ
て
第
四
章
末
を
第
五
章
に
つ
な
ぎ
（
第
四
十
一
・
四
十
二
図
）
、
第
五
章
後
半
の

陸
奥
の
薙
髪
・
説
法
部
分
の
四
十
丁
表
以
後
末
尾
ま
で
を
除
き
、
た
だ
原
四
十
一
丁

表
の
半
丁
を
生
か
し
て
二
行
目
よ
り
十
行
目
初
め
ま
で
を
残
し
、
前
後
を
改
補
し
て

結
末
を
つ
け
る
（
第
四
十
三
図
と
二
十
六
・
七
図
を
比
べ
ら
れ
た
し
）
。
そ
し
て
本

文
全
体
に
わ
た
り
第
四
十
一
’
三
図
で
わ
か
る
よ
う
に
師
直
・
武
蔵
守
等
を
横
山
．
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(第三十四図）『金短冊』二之巻目録オ（中村本）

(第三十五図）「金短冊」二之巻目録ウ（中村本）

35



９
ｒ
言
可
‐
６

(第三十六IxI)『伝受紙子j二之巻目録ウ（国会本）

〆

’

儲il
X

〆

１
４
１

１
１

1
ｰ

〆
〆

＝

’

|’ Wi!
竃

ｰ

I鳶

"#夕
皇〆F

黛竿〆
‐
許

ヱ
用
Ｊ
ロ
ワ砥

事
叡

■1

1隼

グ
葛

§
鋤

溌
恥

隈
ノ
孝

”

良

手

一

一 一

(館三十七IxI)『金短l1ll』二之巻六才（中村本）

36



1

1

■

夢夕〆
、、

｜’

静 蕪
上

Q

磯

墓意

蕊
医
や

1
口

錫 “

１
１
Ｉ
ｉ

夢

湿
脚
黍
１
針

睦
燈
恥

婚

藩

熱霧 録
ﾀケ

(第三十八図)I伝受紙子』二之巻六才（同会本）

(第二十ﾉLIxI)『金短llu五之巻目録ウ（中村本）

37



墓
鐸
拳
萄
澱

＝

鍔
麺
一
■
抵
蝿
唾
函
観
憾
”
狗
倒
帆
馴
舞
題
麹
蝿

、

(第四十II)『伝受紙子」五之巻目録ウ（国会本）

(第四十-Ixl)『金短l111･」五之巻111･八ウ（中村本）

38



(鋪四十二|叉I）『伝受紙子」五之巻州八ウ（国会本）
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(節四十三似I)「金短冊」五之巻末丁オ（中村本）
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正
徳
二
年
正
月
刊
の
江
島
其
砿
作
「
野
傾
旅
葛
龍
」
横
本
五
巻
五
冊
に
は
、
拙
著

年
表
に
し
る
し
た
よ
う
に
二
種
の
本
が
伝
存
す
る
。
今
東
洋
文
庫
本
を
Ａ
種
本
、
東

北
大
狩
野
文
庫
本
・
東
大
霞
亭
文
庫
本
等
を
Ｂ
種
本
と
す
る
。

Ａ
は
江
島
屋
市
郎
左
衛
門
板
、
Ｂ
は
菊
屋
長
兵
衛
刊
本
で
あ
る
。
共
に
刊
年
月
を

し
る
さ
な
い
が
、
本
書
の
序
と
い
わ
れ
る
も
の
（
右
の
諸
本
に
は
残
存
せ
ず
、
他
に

菊
屋
刊
記
の
一
本
に
序
を
付
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
原
態
か
取
合
本
か
未
調
）
に
正

徳
二
年
正
月
の
年
記
が
あ
る
。
こ
の
両
者
の
先
後
は
、
Ａ
本
に
は
奥
に
「
来
ル
ー
月

ょ
こ
や
ま
・
横
山
ぐ
ん
じ
・
ぐ
ん
じ
等
と
埋
木
で
改
め
、
浄
瑠
璃
「
金
短
冊
」
の
小

栗
判
官
の
世
界
に
あ
わ
せ
る
細
工
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
・
三
・
四
之
巻
も
恐

ら
く
各
巻
四
章
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
之
巻
で
は
塩
冶
判
官
の

名
に
当
る
箇
所
や
領
国
な
ど
を
改
め
、
塩
冶
妻
へ
の
師
直
の
恋
慕
の
一
章
を
省
く
な

ど
の
手
直
し
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
忠
臣
金
短
冊
」
の
印
行
は
浄
瑠
璃

「
忠
臣
金
短
冊
」
の
大
坂
上
演
に
思
い
立
ち
、
享
保
十
九
年
に
江
戸
の
辰
松
座
で
上

演
さ
れ
た
の
に
合
せ
て
、
八
文
字
屋
の
江
戸
売
捌
店
と
し
て
以
後
密
接
な
関
係
を
持

つ
鱗
形
屋
に
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
「
け
い
せ
い
伝
受
紙
子
」
は
宝
永
七
年
閏
八
月
刊
行
後
間
も
な
く
五
之
巻
第

五
章
の
語
句
一
箇
所
を
埋
木
で
改
め
た
。
次
い
で
改
題
改
蹴
三
巻
本
に
仕
立
て
た

「
評
判
太
平
記
」
を
正
徳
初
年
の
赤
穂
浪
士
物
ブ
ー
ム
に
乗
じ
て
出
し
、
間
を
お
か

ず
に
再
び
「
伝
受
紙
子
」
編
成
に
戻
し
た
。
浄
瑠
璃
「
忠
臣
金
短
冊
」
の
人
気
に
乗

じ
『
伝
受
紙
子
」
印
行
、
ま
た
改
題
改
窟
本
「
忠
臣
金
短
冊
」
を
出
し
た
と
い
う
事

に
な
ろ
う
。

朔
日
古
本
出
・
ン
申
候
」
と
し
て
瓢
諸
分
床
軍
談
』
六
巻
の
予
告
が
あ
り
、
そ
の
末

に
「
右
作
者
傾
城
禁
短
気
同
作
」
と
あ
る
。
『
床
軍
談
」
は
正
徳
三
年
中
の
刊
行
と

推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
刊
行
時
の
巻
冊
数
は
五
巻
五
冊
で
あ
る
。
同
書
は
少

く
と
も
正
徳
二
年
冬
ま
で
は
六
巻
と
し
て
予
告
き
れ
て
い
た
。
従
っ
て
右
予
告
に
い

う
二
月
朔
日
は
正
徳
二
年
の
そ
れ
、
『
床
軍
談
」
刊
行
が
三
年
二
月
以
降
で
あ
っ
た

ら
三
年
二
月
を
指
す
事
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
禁
短
気
」
の
作
者
で
あ
る
事
を
強
調

す
る
の
は
其
砿
の
八
文
字
屋
と
の
確
執
を
背
景
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
抗
争
の
流
れ

を
考
え
合
せ
て
正
徳
二
年
の
時
点
の
方
に
可
能
性
あ
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即

ち
こ
の
予
告
を
正
徳
二
年
正
月
刊
行
時
の
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
以
下
に

述
べ
る
よ
う
に
Ｂ
本
の
方
に
挿
絵
の
修
訂
と
章
題
上
の
数
字
の
削
去
、
板
心
の
一
部

の
削
去
が
あ
る
。
挿
絵
は
Ｂ
本
の
方
に
よ
り
本
文
に
即
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
み

え
る
。
こ
こ
か
ら
Ａ
↓
Ｂ
と
い
う
改
修
の
方
向
が
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。
Ａ
種
本
先
出

と
考
え
る
。

以
下
Ａ
種
本
を
も
と
に
Ｂ
種
本
で
の
修
訂
に
つ
い
て
記
す
。

巻
之
一
修
訂
な
し
。

巻
之
二
同
（
但
し
東
洋
本
尾
題
部
破
れ
、
有
無
不
明
、
Ｂ
本
尾
題
あ
り
）
。

巻
之
三
八
丁
’
三
十
五
終
丁
（
但
し
廿
ノ
川
の
飛
丁
あ
り
）
板
心
の
「
ヤ
ケ
イ

三
ノ
巻
（
丁
数
こ
の
「
三
」
の
み
残
す
か
、
そ
れ
と
丁
数
と
を
残
し
て
あ
と

を
削
る
。

十
一
丁
裏
十
二
丁
表
の
挿
絵
を
全
く
改
め
る
。

十
三
丁
表
第
三
章
章
題
上
の
「
第
三
」
な
く
章
題
二
行
同
文
な
れ
ど
改
刻
。

十
八
丁
裏
十
九
丁
表
挿
絵
部
分
的
に
修
訂
（
第
四
十
四
・
四
十
五
図
）
。
右
面
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女
郎
に
入
れ
か
え
た
の
で
そ
の
下
の
男
の
頭
部
が
変
、
左
面
蒲
団
の
上
に
継
目

見
ゆ
。

十
九
丁
裏
第
四
章
章
題
上
「
第
四
」
な
く
章
題
二
行
改
刻
（
同
文
）
。
第
四

十
六
・
四
十
七
図
を
見
よ
。

三
十
三
丁
裏
第
一
行
「
し
つ
け
」
三
字
改
刻
。
但
し
同
文
。

三
十
五
終
丁
裏
尾
題
書
名
を
削
り
、
「
巻
之
三
終
」
の
み
存
。

巻
之
四
三
丁
（
本
文
初
）
１
冊
九
丁
（
十
四
ノ
廿
九
の
飛
丁
あ
り
）
の
間
州
三

丁
を
除
い
て
板
心
に
巻
之
三
と
同
様
の
削
去
あ
り
（
「
ィ
」
の
残
る
丁
あ
り
）
。

三
丁
表
章
題
上
「
第
こ
な
し
。
同
文
な
れ
ど
章
題
二
行
改
刻
。

四
丁
裏
挿
絵
茶
屋
の
竈
に
Ａ
本
「
み
の
や
」
と
あ
る
を
Ｂ
本
は
削
、
飴
売
の

売
声
を
改
刻
。

七
丁
裏
章
題
上
の
「
第
二
」
な
く
章
題
二
行
改
刻
か
（
東
洋
本
欠
丁
）
。

十
丁
裏
十
一
丁
表
挿
絵
部
分
的
に
改
刻
（
第
四
十
八
・
四
十
九
図
）
。
左
面

の
上
部
舟
の
右
や
女
の
背
後
の
柱
か
ら
上
へ
の
線
に
継
目
見
ゆ
。

十
二
丁
裏
章
題
上
「
第
三
」
な
し
。
章
題
二
行
同
文
な
れ
ど
改
刻
。

廿
九
丁
裏
尾
題
巻
数
と
も
に
削
去
。

巻
之
五
二
丁
’
三
丁
板
心
「
イ
」
丁
数
。
六
丁
ｌ
州
二
丁
（
十
ノ
廿
の
飛
丁
あ

り
）
板
心
削
去
（
「
イ
」
あ
る
と
な
き
と
あ
り
）
。

二
丁
表
章
題
の
「
第
こ
削
・

七
丁
表
章
題
の
「
第
二
」
削
。

廿
一
丁
裏
廿
二
丁
表
挿
絵
部
分
的
に
改
刻
。

右
面
は
中
央
部
の
人
物
二
名
と
狐
を
、
左
面
は
左
半
分
を
継
ぐ
。

廿
三
丁
裏
章
題
上
の
「
第
三
」
な
く
、
章
題
二
行
改
刻
（
同
文
）
。

廿
七
丁
裏
廿
八
丁
表
挿
絵
右
面
は
殆
ど
全
面
を
改
め
、
左
面
は
長
持
覆
の
紋

の
み
を
削
去
（
廿
七
丁
の
丁
付
を
「
廿
七
ノ
九
」
に
す
る
）
。

三
十
丁
表
第
四
章
題
上
「
第
四
」
な
く
、
章
題
二
行
改
刻
（
同
文
）
。

三
十
二
丁
裏
本
屋
名
と
と
も
に
尾
題
改
刻
（
第
五
十
・
五
十
一
図
）
。

以
上
巻
之
一
・
巻
之
二
に
は
異
動
は
な
く
、
巻
之
三
’
五
に
異
動
が
あ
る
。
巻
之

三
’
五
は
目
録
に
は
差
異
が
な
く
、
本
文
の
大
部
分
の
丁
に
は
板
心
の
「
ヤ
ヶ
ィ
」

と
「
之
巻
」
の
文
字
が
削
ら
れ
、
「
イ
」
の
み
を
残
す
丁
、
丁
付
の
削
ら
れ
た
丁
と

残
る
丁
が
あ
る
。
章
題
は
章
序
を
示
す
数
字
を
削
り
、
ま
た
章
題
二
行
は
同
文
で
あ

る
の
に
大
部
分
は
改
刻
す
る
。
尾
題
は
題
名
の
み
削
り
巻
数
を
残
す
も
の
、
共
に
削

る
も
の
、
尾
題
巻
数
を
存
す
る
が
改
刻
の
も
の
が
あ
る
。
挿
絵
は
部
分
的
に
改
刻
の

も
の
と
、
見
聞
き
一
丁
全
く
改
刻
の
も
の
が
あ
る
（
巻
之
三
’
四
丁
裏
五
丁
表
、
巻

之
四
１
冊
三
裏
舟
四
表
、
巻
之
五
’
四
丁
裏
五
丁
表
の
挿
絵
は
改
刻
な
し
）
・
挿
絵

に
つ
い
て
は
後
に
考
え
る
と
し
て
、
本
書
も
ま
た
「
伝
受
紙
子
』
と
同
じ
よ
う
な
板

木
の
使
わ
れ
方
を
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
巻
之
三
’
五
に
よ
っ
て
逸
名
の
改

宜
本
を
印
行
し
、
ま
た
『
旅
葛
寵
』
に
戻
す
と
い
う
事
を
や
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

目
録
の
板
心
を
削
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
は
改
蹴
時
に
目
録
を
利
用
し
な
か
っ
た
の

で
あ
り
、
巻
之
三
・
四
の
尾
題
を
削
っ
て
い
る
事
、
本
文
の
板
心
の
「
ヤ
ヶ
ィ
」
を

削
っ
て
い
る
事
と
思
い
あ
わ
せ
て
題
名
を
異
に
す
る
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

章
題
が
同
文
な
が
ら
改
刻
さ
れ
て
い
る
事
は
改
窟
本
で
は
章
題
が
変
え
ら
れ
て
い
た

事
を
示
し
、
秀
目
録
は
新
製
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
之
三
の
初
頭
、

第
一
章
初
め
こ
’
七
丁
に
板
心
の
文
字
を
存
す
る
の
は
、
七
丁
裏
が
第
二
章
初
に
当
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(第五-1--1l)I旅葛雛」B本巻之五末丁（東北大木）
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り
、
こ
の
第
一
章
を
別
の
話
に
さ
し
か
え
た
事
を
示
そ
う
。
こ
の
第
一
章
は
巻
之
一

第
一
の
色
種
を
現
銀
掛
値
な
し
で
売
る
女
郎
野
郎
前
後
屋
八
色
右
衛
門
の
と
こ
ろ
で

美
人
に
し
て
は
鹿
恋
種
と
し
て
安
く
売
っ
て
い
る
少
女
を
掘
出
し
と
し
て
買
っ
た
話

に
対
応
す
る
。
巻
之
一
を
利
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
巻

之
三
第
一
を
捨
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
旅
葛
龍
」
は
「
野
傾
」
を
称
し
野
郎
と
女
郎

に
関
す
る
短
篇
集
で
あ
る
が
、
巻
之
一
・
二
は
野
郎
に
関
す
る
話
を
集
め
、
巻
之
三

に
三
都
、
巻
之
四
に
私
娼
と
地
方
、
巻
之
五
に
京
坂
近
辺
の
木
辻
・
柴
屋
町
・
撞
木

町
と
色
茶
屋
と
女
色
を
と
り
あ
げ
る
。
巻
之
三
’
五
の
板
心
に
三
’
五
の
文
字
を
残

し
て
い
る
か
ら
、
改
霞
本
で
も
巻
之
三
’
五
に
当
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

巻
之
一
・
二
の
男
色
を
捨
て
女
色
の
話
に
改
め
全
篇
女
色
の
遊
興
を
取
上
げ
た
も
の

に
仕
立
て
た
か
、
あ
る
い
は
男
色
の
話
を
巻
之
一
・
二
に
新
製
し
て
新
刊
の
体
を
と

っ
た
か
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
の
場
合
は
板
心
の
「
ヤ
ケ
イ
」
を
敢
て

削
ら
ず
と
も
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
前
者
の
場
合
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の

題
名
に
あ
る
い
は
「
イ
」
の
字
を
含
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ぬ
。
さ
よ
う
な
今
日
伝
存

未
詳
の
一
本
が
印
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
再
び
「
旅
葛
寵
」

に
戻
し
た
。
そ
の
時
に
改
霞
時
使
用
し
な
か
っ
た
板
木
を
合
せ
た
の
が
板
心
に
「
ヤ

ヶ
イ
」
の
字
の
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
章
題
も
埋
木
で
も
と
に
戻
し
（
但
し
改
霞
本

で
は
第
一
・
第
二
等
の
章
序
を
示
す
数
字
が
な
か
っ
た
の
で
そ
れ
を
復
元
し
な
か
っ

た
）
、
巻
之
五
の
尾
題
を
埋
木
で
も
と
に
戻
し
た
。
巻
之
五
の
尾
題
が
改
刻
で
あ
る

所
以
で
あ
る
。
た
だ
挿
絵
は
継
接
に
よ
っ
て
改
め
た
も
の
を
手
間
の
上
で
も
と
に
戻

す
事
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
出
来
た
の
が
Ｂ
種
本
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
考
え
て
納
得
が
行
く
の
で
あ
る
が
、
た
だ
何
故
面
倒
な
手
間
を
か
け

て
挿
絵
を
修
訂
し
た
か
と
な
る
と
理
由
を
思
い
つ
か
な
い
。
前
掲
第
四
十
四
・
四
十

五
図
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
文
第
四
章
に
応
じ
、
客
を
振
る
と
噂
の
高
い
女
郎
に
つ

い
て
、
Ａ
右
は
大
尽
・
末
社
噂
の
と
こ
ろ
、
左
は
振
ら
せ
ぬ
と
賭
を
し
た
末
社
が
床

で
兄
と
偽
り
泣
落
し
の
と
こ
ろ
。
Ｂ
本
右
は
そ
の
女
郎
を
貰
う
の
に
成
功
、
左
は
女

郎
が
振
ろ
う
と
心
構
え
し
て
床
に
入
ろ
う
と
し
、
床
で
は
末
社
が
振
ら
さ
ぬ
と
傍
龍

と
約
の
と
こ
ろ
。
Ｂ
の
方
が
経
過
に
沿
っ
て
い
よ
う
か
。
四
十
八
・
四
十
九
図
は
第

三
章
に
応
じ
、
そ
れ
は
「
好
色
盛
衰
記
」
巻
四
の
四
に
よ
る
話
で
、
熊
本
の
米
問
屋

の
手
代
が
親
方
の
金
で
宮
島
で
豪
遊
し
、
「
盛
衰
記
」
で
は
親
方
に
追
払
わ
れ
女
郎

は
指
の
切
り
損
に
な
る
を
、
女
郎
と
心
中
の
約
束
を
し
、
そ
れ
を
察
し
た
広
島
の
問

屋
に
だ
ま
し
す
か
さ
れ
帰
国
、
男
は
請
人
預
、
女
郎
は
形
見
分
を
し
て
当
惑
と
ひ
ね

る
。
挿
絵
は
右
面
は
Ｂ
本
に
改
刻
は
あ
る
が
共
に
遊
興
の
体
、
左
面
は
Ａ
本
の
方
が

本
文
に
沿
っ
て
お
り
、
Ｂ
本
の
心
中
の
約
束
を
亭
主
が
聞
知
る
と
い
う
事
は
な
い
。

し
か
し
話
の
大
要
を
Ｂ
本
の
挿
絵
の
方
が
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
ほ

ぼ
Ｂ
本
の
修
訂
の
方
が
本
文
の
要
を
つ
か
ん
で
構
図
に
ま
さ
り
、
緊
迫
感
と
も
い
う

べ
き
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
理
由
で
面
倒
な
手
間
を
か
け
て
ま
で
挿
絵

を
手
直
し
す
る
と
は
思
え
な
い
。
巻
之
四
の
四
丁
裏
の
飴
売
の
売
声
は
原
刻
は
桜
飴

の
名
が
あ
る
。
桜
飴
の
流
行
に
関
係
す
る
か
。
巻
之
五
廿
八
丁
表
の
紋
を
削
る
の
は

原
刻
時
に
そ
れ
と
知
れ
た
婚
礼
が
あ
っ
た
が
改
刻
時
に
は
読
者
に
通
じ
な
い
と
い
っ

た
事
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
こ
れ
も
憶
測
に
過
ぎ
ぬ
し
、
た
と
え
そ
う
と
し
て

も
改
刻
の
強
力
な
理
由
に
は
な
り
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
新
板
め
か
す
と
い
う
目

的
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
巻
之
三
’
五
本
文
に
は
Ｂ
本
に
少
し
く
板
心
に
「
ヤ
ヶ
ィ
」
の
文
字
を
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残
す
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
前
述
巻
之
三
第
一
章
の
よ
う
に
改
窟
本
で
は
挿
し

か
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
確
め
る
要
が
あ
ろ
う
。
問
題
箇
所
は
巻
之

四
の
舟
三
丁
、
巻
之
五
の
四
・
五
丁
で
あ
る
。
こ
こ
は
結
論
と
し
て
は
挿
し
か
え
ら

ず
に
そ
の
ま
ま
改
寅
本
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
。
前
に
し
る
し
た
よ
う
に
巻
之
四

の
舟
三
丁
裏
舟
四
丁
表
、
巻
之
五
の
四
丁
裏
五
丁
表
は
見
開
き
一
丁
の
挿
絵
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
両
方
と
も
修
訂
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
他
の
挿
絵
に
手
を
入
れ

た
が
こ
の
二
丁
に
は
手
を
入
れ
な
か
っ
た
の
で
板
心
の
文
字
を
削
り
忘
れ
た
と
い
う

よ
う
な
作
業
上
の
手
違
い
が
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
な

お
巻
之
四
右
挿
絵
の
丁
に
続
く
州
五
丁
表
の
半
ば
辺
よ
り
第
四
章
が
は
じ
ま
る
が
、

こ
の
章
題
に
は
Ｂ
本
に
も
「
第
四
」
と
あ
る
。
こ
の
章
題
以
後
の
舟
五
丁
表
後
半
部

は
Ａ
Ｂ
全
く
同
文
な
が
ら
Ｂ
は
改
刻
の
感
が
あ
る
。
こ
の
辺
に
右
に
い
う
以
上
の
事

情
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
思
い
つ
か
な
い
。

最
後
に
さ
よ
う
な
改
霞
本
が
誰
の
手
で
作
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
八
文
字
屋
と
抗

争
中
の
其
磧
が
刊
行
点
数
の
多
さ
を
は
か
っ
て
や
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う

が
明
か
で
な
い
。
ま
た
「
旅
葛
篭
」
に
何
時
誰
が
戻
し
た
か
。
第
五
十
一
図
を
見
て

い
た
だ
き
た
い
が
匡
廓
を
見
る
と
菊
屋
の
名
の
所
で
継
が
れ
て
い
る
の
が
わ
か
ろ
う
。

こ
こ
の
尾
題
の
改
刻
が
菊
屋
名
入
木
と
同
時
な
ら
戻
し
た
の
は
菊
屋
と
い
う
事
に
な

る
。
時
期
に
つ
い
て
は
享
保
十
四
年
刊
の
『
熊
坂
今
物
語
」
辺
か
ら
「
旅
葛
寵
」
が

菊
屋
の
蔵
板
目
録
に
見
え
る
の
が
一
つ
の
目
安
に
な
ろ
う
。

以
上
複
雑
な
修
訂
例
を
三
例
あ
げ
た
が
、
そ
れ
よ
り
は
単
純
な
が
ら
丹
念
な
細
工

を
す
る
例
を
既
知
の
も
の
な
が
ら
一
つ
加
え
て
お
く
。

「
飛
鳥
川
当
流
男
」
大
本
五
巻
六
冊
は
秋
花
堂
久
澄
の
作
、
元
禄
十
五
年
九
月
上

村
平
左
衛
門
・
岡
田
伝
兵
衛
の
刊
。
無
常
を
感
じ
る
二
人
の
青
年
が
野
郎
遊
び
に
憂

い
を
忘
れ
溺
れ
る
。
遊
女
遊
び
を
よ
し
と
す
る
男
と
当
時
流
行
の
趣
向
で
あ
る
女
色

男
色
優
劣
論
争
を
す
る
事
が
あ
り
、
さ
よ
う
な
遊
び
に
深
入
り
し
零
落
し
た
友
人
を

見
て
改
心
と
い
う
。
こ
の
野
郎
遊
び
の
部
分
に
当
時
現
役
の
歌
舞
伎
役
者
の
名
が
頻

出
し
、
当
時
上
演
の
狂
言
名
が
出
る
。
役
者
評
判
記
と
じ
て
画
期
的
な
「
役
者
口
三

味
線
」
の
出
た
の
は
元
禄
十
二
年
三
月
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
男
色
女
色
の
争
い

が
書
か
れ
て
い
た
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
時
代
や
作
の
影
響
を
受
け
て
い
よ
う
。

『
西
鶴
あ
と
逐
当
流
た
が
み
の
上
」
は
宝
永
七
年
九
月
十
一
屋
伊
右
衛
門
の
印
行
、
八

年
二
月
に
再
印
さ
れ
た
が
、
こ
の
本
は
『
当
流
男
」
の
改
題
改
蹴
本
で
あ
る
。
久
澄

の
原
序
を
除
き
宝
永
其
月
其
日
の
西
鳫
名
の
序
を
付
け
る
が
、
こ
の
序
は
「
西
鶴
織

留
」
序
を
補
綴
し
た
体
の
も
の
。
賊
は
原
践
の
後
半
「
飛
鳥
の
当
流
男
」
云
々
の
文

句
を
含
む
と
こ
ろ
を
削
っ
て
前
半
の
み
を
用
い
て
い
る
（
第
五
十
二
・
五
十
三
図
）
・

板
心
は
『
当
流
男
」
の
ま
ま
。
こ
の
時
期
に
『
当
流
男
」
が
再
生
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、

宝
永
五
年
正
月
刊
西
沢
一
風
の
『
風
流
三
国
志
」
、
同
年
閏
正
月
刊
北
条
団
水
の

「
野
傾
友
三
味
線
』
な
ど
に
見
る
女
色
男
色
優
劣
論
、
次
い
で
江
島
其
磧
の
代
表
作

「
傾
城
禁
短
気
」
（
宝
永
八
年
四
月
刊
）
の
予
告
が
出
さ
れ
た
頃
で
、
そ
の
優
劣
論

の
列
に
つ
ら
な
り
得
る
作
と
見
た
点
に
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
前
述
の
よ
う
に
元
禄
末

頃
当
時
の
役
者
名
、
当
時
上
演
の
狂
言
名
が
出
、
新
板
を
よ
そ
お
っ
て
出
す
に
は
支

障
が
あ
る
。
そ
こ
で
十
一
屋
の
と
っ
た
手
段
は
、
こ
れ
ら
の
役
者
名
を
す
べ
て
埋
木

で
宝
永
末
年
現
役
の
役
者
名
に
改
め
、
そ
の
役
者
の
芸
に
言
及
す
る
部
分
も
改
め
て

役
者
名
に
応
ず
る
よ
う
に
し
、
狂
言
名
も
改
め
る
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
修
訂
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(第五十四図）

『当流男j一之巻八オ（都立本）

(第五十五図）

『あと逐j一之巻八オ（早大本）
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(第五十八図）

｢当流男j一之巻十才（都立木）

(第五十九図）

『あと逐」一之巻十オ（早大本）
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“六十IXI)

『当流男j一之巻十ウ（都立本）’
4

沙

←

(第六十-･IXI)

『あと逐j一之巻十ウ（早大本）



は
挿
絵
の
中
に
ま
で
及
ぶ
。
第
五
十
四
図
は
『
当
流
男
」
一
之
巻
八
丁
表
、
五
十
五

図
は
『
あ
と
逐
」
一
之
巻
八
丁
表
、
木
戸
口
の
看
板
の
狂
言
外
題
や
名
代
・
座
本
名

が
改
め
ら
れ
て
い
る
（
但
し
外
題
上
の
人
物
像
は
そ
の
ま
ま
）
。
こ
れ
に
応
じ
た
本

文
は
七
丁
裏
か
ら
八
丁
裏
九
丁
表
に
あ
る
が
、
両
書
の
八
丁
裏
九
丁
表
は
第
五
十

六
・
五
十
七
図
に
掲
げ
た
。
「
当
流
男
」
に
は
八
丁
裏
九
行
目
よ
り
「
曽
我
十
二
段
」
、

藤
川
武
左
衛
門
．
（
山
下
）
半
左
衛
門
・
沢
村
長
十
郎
・
山
本
寄
門
と
狂
言
名
・
役

者
名
と
そ
の
短
評
が
あ
る
。
こ
の
「
曽
我
十
二
段
」
の
外
題
で
の
狂
言
上
演
は
「
歌

舞
伎
年
表
」
や
評
判
記
に
見
え
ぬ
が
、
名
代
・
座
本
は
元
禄
十
三
年
十
一
月
よ
り
一

年
間
の
事
実
と
一
致
す
る
。
評
判
記
に
見
る
事
の
少
い
夏
秋
の
間
に
か
か
る
狂
言
が

上
演
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
あ
と
逐
」
は
狂
言
名
が
「
小
栗
判
官
」
に
変
え
ら
れ

て
い
る
。
役
者
名
は
小
佐
川
重
右
衛
門
と
嵐
喜
世
三
郎
に
変
え
ら
れ
、
芸
評
も
所
々

の
語
句
を
変
え
て
小
佐
川
ら
し
く
し
て
い
る
が
、
嵐
の
方
は
も
と
の
ま
ま
。
ま
た

も
ち
よ
し
ひ
で

「
当
流
男
」
は
朝
比
奈
の
役
故
に
「
わ
た
持
の
吉
秀
も
」
云
々
と
あ
る
の
を
『
あ
と

逐
」
は
小
佐
川
の
芸
の
す
さ
ま
じ
さ
を
朝
比
奈
に
比
べ
た
と
し
て
通
じ
る
と
見
た
の

で
あ
ろ
う
、
放
置
し
て
い
る
。
無
理
な
修
訂
を
し
て
い
る
事
は
九
丁
表
二
行
目
な
ど

に
著
し
く
目
に
つ
く
。
な
お
こ
の
狂
言
は
『
役
者
大
福
帳
」
（
宝
永
八
年
三
月
刊
）

京
之
巻
の
小
佐
川
十
右
衛
門
の
項
に
「
去
秋
四
十
七
人
の
敵
打
大
岸
宮
内
と
成
て
の

芸
」
と
あ
り
、
宝
永
七
年
三
月
刊
『
役
者
謀
火
燵
」
に
よ
れ
ば
宝
永
七
年
は
小
佐

川
・
嵐
と
も
都
万
太
夫
座
に
出
勤
、
名
代
・
座
本
も
こ
の
年
の
事
実
に
あ
う
。
た
だ

こ
の
赤
穂
浪
士
劇
の
外
題
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
赤
穂
浪
士
劇
は
小
栗
に
仮
托
す

る
も
の
と
塩
冶
判
官
の
事
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
「
あ
と
逐
」
に
よ
っ
て
小
栗
の

世
界
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

第
五
十
八
図
は
「
当
流
男
」
一
之
巻
十
丁
表
、
狂
言
外
題
「
曽
我
花
鳥
風
月
」
、

役
者
名
生
島
新
五
郎
江
戸
上
り
、
中
村
四
郎
五
郎
・
こ
れ
は
元
禄
十
四
年
七
月
、
京

都
の
万
太
夫
座
上
演
の
「
曽
我
大
全
花
鳥
風
月
」
の
事
。
「
あ
と
逐
」
は
「
け
い
せ

い
野
沢
蛙
」
、
役
者
名
は
生
島
十
四
郎
・
高
尾
若
右
衛
門
に
変
え
ら
れ
て
い
る
（
第

五
十
九
図
）
。
宝
永
七
年
に
は
野
村
増
右
衛
門
一
件
に
仕
組
ん
だ
狂
言
が
諸
座
で
上

演
さ
れ
て
い
る
が
、
役
者
名
か
ら
見
て
京
都
の
亀
屋
座
で
こ
の
外
題
で
上
演
さ
れ
た

事
が
わ
か
る
。
た
だ
生
島
十
四
郎
は
「
役
者
謀
火
燵
」
京
之
巻
に
よ
れ
ば
立
役
中
ノ

上
上
、
高
尾
若
右
衛
門
は
敵
役
の
上
と
と
も
に
二
流
役
者
で
あ
る
。
こ
の
生
島
を
選

ん
だ
の
は
当
年
の
江
戸
上
り
と
い
う
と
こ
ろ
が
生
島
新
五
郎
と
同
じ
と
い
う
理
由
か

ら
で
あ
ろ
う
。
第
六
十
・
六
十
一
図
は
両
書
の
同
丁
裏
、
「
当
流
男
」
に
中
村
四
郎

五
郎
の
素
姓
を
し
る
す
が
、
そ
の
「
赤
」
の
字
を
生
か
し
て
の
変
更
は
『
あ
と
逐
」

の
短
評
の
信
畷
性
を
疑
わ
せ
る
が
、
高
尾
を
選
ん
だ
の
は
小
詰
役
者
か
ら
の
昇
進
と

い
う
経
歴
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
便
宜
的
で
無
責
任
な
と
も
い
え
る
が
と
に
か
く
細
か

く
埋
木
で
現
状
に
合
せ
る
修
訂
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
応
じ
て
目
録

の
修
訂
を
も
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
改
霞
本
で
も
当
時
の
読
者
に
は
面
白
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か

し
演
劇
資
料
と
し
て
使
用
す
る
事
は
注
意
を
要
す
る
。
狂
言
外
題
は
と
も
か
く
役
者

個
々
の
情
報
は
前
述
の
よ
う
な
無
責
任
さ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
書
は
拙
著
年
表

に
指
摘
し
た
よ
う
に
文
政
頃
も
印
行
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
過
去
の
話
と
し
て
読
め

る
だ
け
の
時
間
の
経
過
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

我
々
は
そ
の
よ
う
な
事
が
確
か
に
は
い
え
な
い
と
い
う
事
を
頭
で
は
知
り
な
が
ら
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も
、
感
覚
的
に
何
と
な
く
整
版
本
は
写
本
や
古
活
字
版
な
ど
に
比
べ
て
本
文
が
安
定

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
技
術
と
し
て
は
板
木
の
細
か
い
箇
所

ま
で
修
訂
が
可
能
で
あ
り
、
今
日
の
我
々
が
こ
ん
な
面
倒
な
細
工
を
す
る
位
な
ら
同

じ
手
間
で
新
し
い
板
木
が
作
製
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
な
も
の
ま
で
手

間
を
か
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、
板
木
作
り
か
ら
の
手
間
と
時
間
、
板
木
の
作
製
費
、

本
屋
の
資
力
や
経
済
観
念
、
あ
る
い
は
版
権
の
問
題
も
か
ら
ん
で
、
我
々
の
理
解
に

誤
り
が
あ
ろ
う
か
と
も
思
う
。
そ
れ
に
本
稿
に
扱
っ
た
の
は
大
衆
小
説
で
あ
る
せ
い

も
あ
ろ
う
か
、
本
屋
の
無
責
任
、
御
都
合
主
義
に
よ
っ
て
、
一
作
品
が
埋
木
に
よ
っ

て
面
目
を
改
め
る
な
ら
ま
だ
し
も
で
、
分
断
さ
れ
、
接
合
さ
れ
て
別
作
と
な
り
、
ま

た
復
元
き
れ
る
。
そ
の
間
に
題
名
も
外
観
も
全
く
変
ら
ぬ
よ
う
で
実
は
異
本
が
生
じ

る
。
そ
れ
に
整
版
本
を
何
本
も
校
合
す
る
な
ど
考
え
ら
れ
ぬ
事
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

事
情
に
よ
っ
て
短
小
の
語
句
に
異
文
が
生
じ
る
と
知
っ
て
は
油
断
が
な
ら
ぬ
。
挿
絵

ま
で
も
例
外
で
は
な
い
と
な
る
と
、
整
版
本
の
安
定
を
思
わ
す
外
観
に
却
っ
て
深
い

陥
奔
あ
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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